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２
０
２
６
秋
闘
に
つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
第
26
回
定
期
大

会
で
確
認
し
た
秋
闘
方
針
に
基

づ
き
、
９
月
10
日
に
開
催
し
た

第
14
回
中
央
執
行
委
員
会
に
お

い
て
、
２
０
２
６
秋
闘
第
１
回

闘
争
委
員
会
を
開
催
し
て
闘
争

が
開
始
し
ま
し
た
。
加
盟
組
合

は
、
10
月
末
を
目
途
に
要
求
書

を
提
出
す
る
こ
と
と
し
、
11
月

末
決
着
を
目
指
し
て
闘
争
を
お

こ
な
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
、
秋
闘

交
渉
を
お
こ
な
う
加
盟
組
合
に

対
し
て
支
援
や
激
励
訪
問
を
つ

う
じ
て
、
加
盟
組
合
と
一
体
と

な
っ
て
闘
争
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
11
月
に
は
闘
争
の

機
運
醸
成
を
は
か
る
た
め
に
定

時
通
信
な
ど
を
利
用
し
て
加
盟

組
合
の
交
渉
状
況
を
共
有
し
て

情
報
連
携
の
強
化
を
お
こ
な
い

ま
す
。
そ
し
て
、
２
０
２
７
年

１
月
20
日
に
開
催
す
る
第
26
回

中
央
委
員
会
で
、
２
０
２
６
春

季
生
活
闘
争
か
ら
の
勢
い
を
継

続
し
た
「
２
０
２
６
秋
闘
の
ま

と
め
」
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
２
０
２
６
秋
闘
第
１
回
闘
争
委

員
会
確
認
事
項
】

Ⅰ
．
産
業
の
状
況

観
光
庁
が
発
表
し
た
主
要
旅

行
業
者
の
２
０
２
６
年
６
月
分

の
総
取
扱
額
は
、
前
年
同
月
比

で
海
外
旅
行（
１
０
７
・
６
％
）、

外
国
人
旅
行（
１
０
２
・
５
％
）、

国
内
旅
行
（
92
・
１
％
）、
合
計

（
98
・
１
％
）
と
な
り
、
海
外
旅

行
お
よ
び
外
国
人
旅
行
は
前
年

を
上
回
っ
た
も
の
の
、
国
内
旅

行
と
合
計
で
は
前
年
を
下
回
り

ま
し
た
。

宿
泊
旅
行
統

計
調
査
に
よ
る

と
、
客
室
稼
働

率
は
６
月
が
全

体
で
57
・
２
％
、
７
月
は
60
・
８
％

と
な
り
、
前
年
同
月
比
で
は
６
月

が
１
・
６
％
減
、
７
月
が
０
・
４
％

減
と
な
り
ま
し
た
。
リ
ゾ
ー
ト
、

旅
館
の
宿
泊
稼
働
率
が
、
対
前

年
同
月
比
で
改
善
し
ま
し
た
。

旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
に

よ
る
２
０
２
６
年
４
︱
６
月
期

の
日
本
国
内
延
べ
旅
行
者
数
は
、

１
億
４
，９
５
８
万
人
（
前
年
同

月
比
３
・
３
％
増
）、
う
ち
宿
泊
旅

行
が
７
，７
４
３
万
人
（
前
年
同

期
比
６
・
４
％
増
）、
日
帰
り
旅

行
が
７
，
２
１
６
万
人
（
前
年
同

期
比
０
・
１
％
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
２
６
年
４
―
６
月
期

の
日
本
人
国
内
旅
行
１
人
１
回

当
た
り
の
旅
行
支
出
（
旅
行
単

価
）
は
、
５
０
，３
８
１
円
／
人

（
前
年
同
期
比
８
・
２
％
増
）、
宿

泊
旅
行
で
は
７
６
，９
４
７
円
／

人
（
前
年
同
期
比
６
・
８
％
増
）、

日
帰
り
旅
行
で
は
２
１
，８
７
５

円
／
人
（
前
年
同
期
比
５
・
０
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

航
空
貨
物
運
送
協
会
の
発
表

に
よ
る
２
０
２
６
年
１
月
か

ら
６
月
の
国
際
航
空
貨
物
取
扱

実
績
は
、
輸
入
の
件
数
は
、

８
４
７
，
５
０
４
件
（
対
前
年

98
・
36
％
）、
重
量
は
３
５
１
，

３
５
２
ト
ン
（
対
前
年
１
０
０
・

10
％
）と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

輸
出
の
件
数
は
１
，
１
６
９
，

１
２
３
件
（
対
前
年
１
０
１
・

52
％
）、
重
量
は
４
２
９
，

３
７
７
ト
ン
（
対
前
年
１
０
７
・

28
％
）
と
な
り
、
輸
入
は
件
数
が

微
減
、
重
量
は
微
増
、
輸
出
は
件

数
と
重
量
と
も
に
前
年
度
を
上

回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．�

加
盟
組
合
が
闘
争
に
臨
む

に
あ
た
り

各
加
盟
組
合
は
、
２
０
２
６
秋

闘
要
求
実
現
に
む
け
て
、
２
０
２
５

秋
闘
お
よ
び
２
０
２
６
春
季
生

活
闘
争
の
交
渉
経
過
、
特
に
こ

れ
ま
で
の
交
渉
の
終
わ
り
方
に

留
意
し
、
社
業
の
持
続
的
な
発

展
の
た
め
に
は
、
人
財
へ
の
先

行
投
資
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
労
働
条
件
お
よ
び
労
働
環
境

の
改
善
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

取
り
組
み
に
際
し
て
は
、

２
０
２
５
年
度
12
月
発
行
の

サ
ー
ビ
ス
連
合
調
査
資
料
（
賃

2026年10⽉1⽇より、正社員と⾮正規雇⽤労働者の不合理な待遇格差を改善するため、パート
タイム・有期雇⽤労働法の省令と同⼀労働同⼀賃⾦ガイドラインが改正されます。
2020年の同法施⾏を背景に、パート・有期・派遣で働く皆さんの待遇改善に取り組んできましたが、
依然として雇⽤形態間の待遇格差が解消できたとは⾔い切れず、課題が残っています。すべての仲間
が安⼼して働ける職場環境づくりのため、今回の改正を契機に⾃社の待遇を総点検しましょう。

パートタイム・有期雇⽤労働者に
関 す る ル ー ル が 変 わ り ま す

■主な改正内容と求められる対応

この産業で働くすべてのなかまの待遇改善にむけて、
⾼年齢者、契約社員やパートタイマー等の組織拡⼤を進めましょう︕
サービス連合では、組織拡⼤の取り組みを進めており、今年度は特に⾼年齢者（定
年退職後の再雇⽤者）、契約社員やパートタイマーの組織化に重点を置いています。
組織化・組合員化することで、会社との交渉が可能となります。⾮組合員の皆さんから
も職場集会やアンケートなどで労働条件改善にむけた要望や課題などを直接把握し、
組織拡⼤につなげていきましょう。

労働条件の明⽰事項の追加 パートタイム・有期労働者法施⾏規則
改正内容 求められる対応

• 雇⼊れ時の労働条件通知書等に、新たに「待
遇の相違の内容・理由等に関する説明を求め
ることができる旨」（窓⼝等）の記載が義務
化されます。

ü 労働条件通知書・雇⽤契約書等を改定し、窓⼝
（担当部署・職名・⽒名等）を記載する

ü 待遇差の説明を求められた際の体制整備
（資料による⼝頭説明または資料の交付）

賞与・退職⼿当・各種⼿当・福利厚⽣等の判断基準明確化 同⼀労働同⼀賃⾦ガイドライン

改正内容 求められる対応

• 賞与・退職⼿当は労務の対価の後払い、功労
報償等の⽬的に応じ、正社員との均衡な⽀給
がない場合、不合理となり得ます。

• 各種⼿当（無事故⼿当・家族⼿当・住宅⼿
当・病気休職・夏季冬季休暇・褒賞）等の判
断基準が明確化されます。

ü 賞与・退職⼿当：正社員との差（⽀給の有無）に
ついて合理的な説明が可能か

ü 諸⼿当・休暇等：⽬的と対象者を再精査し、継続
勤務するパート等を不合理に除外していないか

ü 待遇差解消にあたり、正社員の労働条件を不利益
に変更することなく対応することが必要

雇⽤管理の改善等に関する措置の内容 雇⽤管理指針

改正内容 求められる対応

• パート・有期雇⽤労働者の就業規則作成・変更
時の意⾒聴取において、代表者の選出要件や禁
⽌・配慮事項が明確化されます。

• 公正な評価に基づく賃⾦の決定

ü 代表者選出プロセスの適正化、不利益取扱いの
禁⽌や事務遂⾏への配慮が必要

ü 例：通常の労働者との間で共通する職務等に応
じ、共通する賃⾦制度または評価項⽬を設ける

退職⾦
• 正社員に対してのみ、⻑期の勤続に対する報償を⽬的として⽀給している
• ⻑年、契約更新を繰り返して正社員並みに⻑く勤務する有期雇⽤労働者がいる

Ø 「有期だから」との理由で⼀律に⽀給しないことは不合理とされる可能性
Ø 勤続年数や職務に応じた退職⾦の⽀給や、基本給への上乗せが必要

正社員とパートタイム・有期雇⽤労働者との待遇の違い
これって⼤丈夫︖⾃社の制度・規定を点検しましょう︕

福利厚⽣制度

• 正社員に対してのみ、従業員⾷堂を利⽤する際に⾷費補助をしている
• 正社員に対してのみ、永年勤続表彰（勤続10年）で記念品・特別休暇制度がある
• 労使折半による共済会制度が設けられ、正社員のみ加⼊が認められている

Ø 従業員⾷堂について、パート・有期雇⽤労働者の利⽤機会確保および利⽤料⾦・条件
の差がある場合、是正が必要

Ø 永年勤続表彰から雇⽤形態により⼀律で除外することは不合理と考えられ、勤続年数
が同じパート・有期雇⽤労働者にも同様の表彰が必要

Ø 会社が⼀部費⽤負担している共済会に対し、雇⽤形態により⼀律で除外することは不
合理と考えられ、希望するパート・有期雇⽤労働者には加⼊機会を開放することが必要

同⼀労働同⼀賃⾦における待遇差の判断は、働き⽅の実態や⼿当の趣旨等に応じた個別の判断が必要となり
ます。本資料の例⽰は判断の⽅向性を整理したものであり、すべてのケースに⼀律に適⽤されるものではありません。
加盟組合内で疑問や気になる点がある場合は、サービス連合組織⽀援局までご相談ください。
※厚⽣労働省HPもご参照ください。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000190591.html

家族⼿当
• 正社員に対してのみ、⽣活扶助・継続勤務の促進を⽬的として⽀給している
• パート社員であっても、契約更新を重ねて⻑く勤務すると⾒込まれる

Ø 継続勤務が⾒込まれるパートへの家族⼿当不⽀給は不合理とされる可能性
Ø 正社員と同⼀の基準で家族⼿当を⽀給することが必要

住宅⼿当
• 正社員に対してのみ、転居を伴う異動による住宅費⽤を補填するために⽀給している
• 正社員は転居を伴う転勤の可能性があるが、パート・有期雇⽤労働者にはない

Ø 住宅⼿当の⽬的は「引っ越しを伴う転勤リスクへの補填」であるため、その可能性がない
パート・有期雇⽤労働者に⽀給しないことは合理的と認められる

金
編
・
労
働
条
件
編
）
お
よ
び

２
０
２
６
年
７
月
に
改
定
し
た

諸
基
準
を
踏
ま
え
労
働
条
件
お

よ
び
労
働
環
境
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
と
し
ま
す
。
加
え
て
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
２
０
２
６
年
10
月
よ

り
見
直
し
と
な
る
た
め
点
検
活

動
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
関
連

し
て
２
０
２
６
年
度
組
織
拡
大

の
重
点
取
り
組
み
で
も
あ
る
契

約
社
員
、パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、

定
年
再
雇
用
者
の
企
業
内
組
織

拡
大
を
意
識
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
７
春
季
生
活

闘
争
を
見
据
え
、
日
常
か
ら
総

合
労
使
協
議
体
制
を
確
立
さ
せ

る
こ
と
を
意
識
し
、
２
０
２
６

秋
闘
交
渉
で
は
徹
底
し
た
闘
争

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

Ⅲ
．
闘
争
委
員
会
の
取
り
組
み

第
26
回
定
期
大
会
に
て
確
認

し
た
２
０
２
６
秋
闘
方
針
に
基

づ
き
、
闘
争
委
員
会
は
加
盟
組

合
と
相
互
連
絡
を
密
に
し
て
状

況
を
把
握
し
加
盟
組
合
へ
の
支

援
を
お
こ
な
い
、
交
渉
内
容
を
効

果
的
に
波
及
で
き
る
体
制
を
構

築
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
交
渉
状
況
や
交
渉
結

果
を
組
織
内
外
へ
積
極
的
に
発

信
す
る
こ
と
で
、
連
携
強
化
と

波
及
効
果
を
生
み
出
し
産
業
全

体
の
労
働
条
件
向
上
と
社
会
的

地
位
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
と

し
ま
す
。

各
加
盟
組
合
へ
の
具
体
的
な

支
援
活
動
は
闘
争
委
員
会
が
お

こ
な
い
ま
す
。

２
０
２
６
秋
闘
闘
争
開
始

２
０
２
６
秋
闘
闘
争
開
始

～『
真
』の
基
幹
産
業
と
し
て
持
続
的
な
発
展
と

～『
真
』の
基
幹
産
業
と
し
て
持
続
的
な
発
展
と

さ
ら
な
る
社
会
的
地
位
向
上
を
め
ざ
し
て
～

さ
ら
な
る
社
会
的
地
位
向
上
を
め
ざ
し
て
～

2026秋闘　第１回闘争委員会

2026秋闘 要求内容のチェックシート
．．．．．．．

  

                                     

各加盟組合の2026秋闘において、第26回定期大会で確認したサービス連合の要求基準にあわせた内容で要求策

定ができるよう確認するためのシートです。 

１１．．正正規規労労働働者者のの賃賃金金改改善善・・一一時時金金  

□  ６.0％（19,984円）の賃金改善 

□  賃金カーブ維持分を確保した上で４.0%の実質的な賃金改善 

□  指標に基づく一時金または年間４ヵ月相当の一時金  

２２．．契契約約社社員員ややパパーートトタタイイママーー等等のの待待遇遇改改善善  

□  月例給：制度がない場合6.0%(13,311円)、制度がある場合4.0%(8,874円)の賃金改善 

□  時間給70円以上の賃金改善 

□  正規労働者との待遇差を十分に点検したうえで、一時金支給へ取り組む 

□  あらゆる労働条件を点検し、合理的でないと判断される労働条件の是正 

□  正規労働者との整合性が確保された人事・賃金制度の導入 

□  正社員への登用機会の設定 

３３．．最最低低保保障障賃賃金金ににつついいてて    

□  産業別最低保障賃金（時間額）の協定化 

□  ポイント年齢別最低保障賃金の協定化 

４４．．総総実実労労働働時時間間短短縮縮ににむむけけたた要要求求  

□  総実労働時間1800時間の実現にむけた第５期アクションプランに基づいた取り組み 

□  アクションプランに基づく年間所定労働時間短縮（1日の所定労働時間7時間30分以内） 

□  アクションプランに基づく年次有給休暇の取得拡大（平均取得日数15日以上） 

□    アクションプランに基づく時間外・休日労働縮減（１カ月45時間・年間120時間以内） 

５５．．ジジェェンンダダーー平平等等にによよるる多多様様性性・・包包摂摂性性のの実実現現にに関関すするる要要求求  

□  子の看護休暇および介護休暇制度の有給化 

□  育児・介護の短時間勤務制度の拡充 

□  子の年齢に応じた柔軟な働き方 

□  70歳までの雇用確保 

□  60歳以降の労働条件改善 

□  外国人労働者の労働環境整備 

６６．．従従業業員員のの健健康康管管理理にに関関すするる要要求求  

□  カスタマーハラスメント対策 

□  勤務間インターバル制度の導入 

７７．．組組織織拡拡大大のの取取りり組組みみ状状況況ににつついいてて  

   □  全ての事業所において組合員数が過半数組合を超えている 

□  定年再雇用者（６０歳）以降も組合員資格を有する 

□  契約社員・パート・アルバイト全て組合員資格を有する 

【法令遵守に沿った点検項⽬】 
■ ⼥性活躍推進法への対応（男⼥間賃⾦格差の点検、⼥性管理職⽐

率の把握・分析・公表） 
■ 改正育児・介護休業法への対応（個別意向聴取と意向確認） 
■ 次世代育成⽀援対策推進法への対応（育児休業の取得状況公表） 

【法令遵守に沿った点検項⽬】 
■ ハラスメント防⽌の対応について点検活動 
■ ストレスチェックの完全実施と有効活⽤ 
■ 熱中症対策の強化 



（2）2026 年 10月１日（第 99 号） サービス連合

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
、
年
間

総
実
労
働
時
間
１
８
０
０
時
間

に
む
け
第
５
期
時
短
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
10
月
か

ら
２
０
２
６
年
度
取
り
組
み
強

化
期
間
と
し
ま
す
。

1『
全
国
労
働
衛
生
週
間
』

　
（
10
月
１
日
～
７
日
）

厚
生
労
働
省
で
は
、「
ひ
と
り

ひ
と
り
が
貴
重
な
人
材　

心
も

体
も
健
や
か
に　

み
ん
な
生
き

生
き
健
康
職
場
」
を
２
０
２
６

年
度
の
全
国
労
働
衛
生
週
間
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
そ
の
取

り
組
み
に
連
動
し
て
、
労
働
者

の
健
康
管
理
や
職
場
環
境
の
改

善
な
ど
、
労
働
衛
生
に
関
す
る

組
合
員
の
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
、
職
場
で
の
自
主
的
な
活

動
を
促
し
て
労
働
者
の
健
康
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

︽
加
盟
組
合
の
取
り
組
み
︾

・�

安
全
衛
生
委
員
会
の
実
施
、

健
康
診
断
実
施
状
況
の
確
認
、

職
場
環
境
改
善
の
労
使
協
議
。

・�

安
全
衛
生
委
員
会
が
未
設
置

の
加
盟
組
合
は
設
置
を
要
請

す
る
。

2�『
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進

期
間
』（
10
月
）

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
９
年
４
月
働
き
方
改
革

関
連
法
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の

企
業
で
年
10
日
以
上
の
有
給
休

暇
が
付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対

し
年
間
５
日
間
の
取
得
が
義
務

付
け
ら
れ
、
上
手
く
活
用
し
て

働
き
方
、
休
み
方
を
見
直
す
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
年
次
有

給
休
暇
は
、
労
働
者
に
も
会
社

側
に
も
メ
リ
ッ
ト
に
繋
が
る
と

し
て
取
得
し
や
す
い
環
境
整
備

を
促
進
す
る
た
め
、
２
０
１
４

年
度
か
ら
10
月
を
「
年
次
有
給

休
暇
取
得
促
進
期
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
連
合
で

は
、
そ
の
取
り
組
み
に
連
動
し

て
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実

現
の
た
め
、
年
次
有
給
休
暇
を

さ
ら
に
１
日
で
も
多
く
取
得
す

る
こ
と
で
、
働
き
方
・
休
み
方

を
変
え
る
第
一
歩
と
な
る
よ
う
、

職
場
で
の
意
識
改
革
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
率
向
上
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
す
。

︽
加
盟
組
合
の
取
り
組
み
︾

・�

国
の
取
り
組
み
と
連
動
し
、

年
次
有
給
休
暇
を
１
日
で
も

多
く
取
得
で
き
る
よ
う
に
、

労
使
に
て
年
次
有
給
休
暇
取

得
状
況
の
確
認
を
お
こ
な
い
、

取
得
促
進
へ
努
め
る
。

・�

年
次
有
給
休
暇
の
付
与
は
原

則
１
日
単
位
で
す
が
、
労
使

協
定
を
締
結
し
、
年
５
日
の

範
囲
内
で
時
間
単
位
の
取
得

が
可
能
と
し
て
、
様
々
な
事

情
に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
・

休
み
方
に
役
立
た
せ
る
。

3『
労
働
時
間
適
正
化
月
間
』

　
（
11
月
）

厚
生
労
働
省
で
は
、「
過
労
死

等
防
止
啓
発
月
間
」
と
し
て
「
過

労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
」
に

基
づ
き
、
過
労
死
等
を
防
止
す

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
自

覚
を
促
し
、
関
心
と
理
解
を
深

め
る
た
め
、
毎
年
11
月
に
定
め

て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
過
労
死

防
止
の
観
点
か
ら
こ
の
時
期
を

労
働
時
間
適
正
化
月
間
と
し
て
、

時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
の
削

減
に
む
け
て
啓
発
活
動
を
お
こ

な
い
、
業
務
効
率
化
の
促
進
、

時
間
外
労
働
発
生
要
因
の
見
極

め
、
会
社
と
の
交
渉
強
化
月
間

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
や
副
業
な
ど

過
重
労
働
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス

も
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
そ
の

点
も
留
意
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
す
。

︽
加
盟
組
合
の
取
り
組
み
︾

・�

国
の
取
り
組
み
と
連
動
し
、

時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
の

削
減
に
む
け
、
労
使
に
て
実

態
を
把
握
し
た
上
で
、
改
善

に
む
け
た
協
議
を
お
こ
な
う
。

ま
た
、
10
月
以
降
に
は
、
３

業
種
７
業
界
団
体
に
対
し
て
も

総
実
労
働
時
間
短
縮
に
む
け
た

申
し
入
れ
を
お
こ
な
い
、
ホ
テ

ル
・
レ
ジ
ャ
ー
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
の
３
業
種
に
お

い
て
産
業
全
体
へ
機
運
を
醸
成

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

︿
サ
ー
ビ
ス
連
合　
総
実
労
働
時

間
短
縮
に
む
け
た
２
０
２
６
年

度
取
り
組
み
強
化
に
つ
い
て
﹀

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
、
年
間

総
実
労
働
時
間
１
８
０
０
時
間

に
む
け
て
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
全

体
で
短
縮
へ
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
加
盟
組
合

に
は
実
態
把
握
に
基
づ
き
主
体

的
な
取
り
組
み
を
要
請
し
て
い

ま
す
。

２
０
０
８
年
度
か
ら
策
定
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

「
時
短
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

は
、
２
０
２
２
年
７
月
に
開
催

し
た
第
22
回
定
期
大
会
に
お
い

て
、「
第
５
期
時
短
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
（
２
０
２
２
年
８
月
～

２
０
２
７
年
７
月
）」
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

「
第
５
期
時
短
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
の
推
進
計
画
で
は
、サ
ー

ビ
ス
連
合
全
体
の
総
実
労
働
時

間
を
加
重
平
均
で
２
０
２
６
年

度
に
１
８
９
５
時
間
以
内
に
す

る
こ
と
を
目
標
に
、
前
年
比
20

時
間
の
短
縮
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
は
、
第
５
期

時
短
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
最

終
年
度
と
な
り
１
８
９
５
時
間

以
内
の
達
成
目
標
を
し
っ
か
り

と
見
定
め
た
う
え
で
、
休
日
数

の
増
加
、所
定
労
働
時
間
短
縮
、

時
間
外
労
働
の
削
減
、
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
率
向
上
へ
取
り

組
む
こ
と
と
し
、
加
盟
組
合
毎

に
目
標
設
定
を
お
こ
な
っ
て
取

り
組
み
強
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
加
盟
組
合
が
年

間
総
実
労
働
時
間
の
実
態
把
握

を
お
こ
な
い
、
年
間
20
時
間
短

縮
に
む
け
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
強
化
期
間
を
設
定
し
、

主
体
的
に
目
標
感
を
持
っ
て
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

メ
ニ
ュ
ー
表
示
問
題
は
、

２
０
１
３
年
６
月
の
宿
泊
施
設

で
の
発
覚
に
端
を
発
し
、
そ
れ

を
受
け
て
他
の
宿
泊
施
設
が
内

部
調
査
を
実
施
し
て
10
月
に
自

主
的
に
公
表
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、そ
の
後
各
社
か
ら
次
々

と
公
表
さ
れ
大
き
な
社
会
問
題

と
な
り
ま
し
た
。

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
エ
ビ

の
表
記
な
ど
商
慣
習
上
の
表
記

が
一
般
的
な
認
識
と
ズ
レ
が

あ
っ
た
も
の
の
ほ
か
に
、
九
条

ネ
ギ
と
表
記
し
な
が
ら
他
の
ネ

ギ
を
使
用
す
る
な
ど
明
ら
か
に

表
記
が
異
な
る
も
の
、
牛
脂
注

入
肉
を
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
と
表

記
す
る
よ
う
な
認
識
不
足
か
ら

発
生
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
で
は
健
康
被

害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
消
費

者
よ
り
業
界
に
対
す
る
不
信
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、
信
頼
を
大
き

く
損
な
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

連
日
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
こ
の
問
題
は
宿
泊
業
に

と
ど
ま
ら
ず
、
百
貨
店
な
ど
他

の
業
界
に
ま
で
波
及
す
る
こ
と

と
な
り
、
食
品
表
示
の
適
正
化

に
む
け
て
世
論
が
喚
起
さ
れ
、

消
費
者
庁
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
省
庁
で
対
応
が
は
か
ら
れ
ま

し
た
。
消
費
者
庁
で
は
景
品
表

示
法
違
反
（
優
良
誤
認
な
ど
）

に
あ
た
る
と
し
て
、
該
当
ホ
テ

ル
に
対
し
て
再
発
防
止
を
命
じ

る
措
置
命
令
を
出
す
ま
で
に
至

り
、
そ
の
影
響
は
大
き
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
対
応

こ
の
一
連
の
騒
動
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
２
０
１
４
年
の
景

品
表
示
法
改
正（
売
上
高
の
３
％

を
徴
収
す
る
課
徴
金
制
度
の
導

入
な
ど
）
が
早
期
に
進
み
、
外

食
産
業
に
お
け
る
メ
ニ
ュ
ー
表

記
や
品
質
管
理
の
厳
格
化
が
義

務
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
問
題
を
機
に
「
メ
ニ
ュ
ー
表

示
に
関
す
る
景
品
表
示
法
上
の

考
え
方
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
を

消
費
者
庁
が
策
定
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
と
し
て
の
受
け
止
め

メ
ニ
ュ
ー
表
示
問
題
を
な
ぜ

事
前
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
か
、
サ
ー
ビ
ス

連
合
が
２
０
１
４
年
７
月
に
発

表
し
た
「
食
品
表
示
問
題
に
関

す
る
報
告
」
で
は
次
の
４
つ
の

視
点
で
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
「
知
識
・
意
識
に

関
す
る
課
題
」
で
す
。
今
回
の

食
品
表
示
に
つ
い
て
は
、
関
係

す
る
法
制
度
の
複
雑
さ
に
加
え
、

社
会
的
規
範
や
企
業
倫
理
に
対

す
る
企
業
・
従
業
員
の
意
識
が

十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

問
題
発
生
を
食
い
止
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

ま
す
。

二
つ
目
は
「
食
材
に
関
す
る

課
題
」
で
す
。
食
材
の
多
様
化

や
食
品
加
工
技
術
の
発
展
に
よ

り
、
調
理
さ
れ
提
供
さ
れ
る
食

材
を
消
費
者
は
も
と
よ
り
、サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
す
べ
て
の
従

業
員
が
正
し
く
表
示
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
原

因
と
し
て
考
え

ら
れ
ま
す
。

三
つ
目
は「
人

財
に
関
す
る
課

題
」
で
す
。
こ

こ
数
年
、
日
本

経
済
の
長
引
く

デ
フ
レ
に
加
え
、

自
然
災
害
や
テ

ロ
、
感
染
症
と

い
っ
た
外
的
要

因
に
よ
り
産
業

を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
、

各
企
業
は
利
益

を
確
保
す
る
た

め
、
十
分
な
人

件
費
を
確
保
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。

四
つ
目
は
「
体
制
に
関
す
る

課
題
」
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
多
く
の
部
署
が
関
わ
っ
て
い

る
な
か
で
最
終
的
な
責
任
の
所

在
を
明
確
に
し
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
や
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
き

に
く
い
な
ど
の
体
制
面
で
の
整

備
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

労
働
組
合
も
経
営
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
果
た
す
役
割
を
再
認
識

し
、
経
営
に
対
し
体
制
整
備
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

是
正
さ
せ
る
な
ど
そ
の
役
割
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

メ
ニ
ュ
ー
表
示
問
題
か
ら
13

年
が
経
過
し
た
今
、
私
た
ち
は

何
を
考
え
る
べ
き
な
の
で
し
ょ

う
か
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と

一
言
で
言
っ
て
も
、
今
日
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
定
義
は
法

令
遵
守
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ

ん
。
就
業
規
則
な
ど
の
企
業
自

ら
定
め
た
社
内
規
定
や
、
企
業

が
遵
守
す
べ
き
社
会
通
念
上
の

ル
ー
ル
も
含
ま
れ
ま
す
。
倫
理

的
で
な
い
対
応
は
、
法
に
触
れ

な
く
と
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

総
実
労
働
時
間
短
縮
に
む
け
た

総
実
労
働
時
間
短
縮
に
む
け
た

取
り
組
み
強
化
期
間

取
り
組
み
強
化
期
間

メ
ニ
ュ
ー
表
示
問
題
か
ら

メ
ニ
ュ
ー
表
示
問
題
か
ら
1313
年年

～
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
再
度
見
つ
め
な
お
す
～

～
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
再
度
見
つ
め
な
お
す
～

違
反
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

は
経
営
リ
ス
ク
を
表
す
言
葉
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
に
お
い
て
も

過
去
に
は
様
々
な
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
違
反
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
た
め
に

企
業
が
お
こ
な
う
べ
き
基
本
的

な
対
策
に
、
社
内
規
定
の
策
定
・

研
修
・
相
談
窓
口
の
設
置
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
労
働
組
合
と
し

て
も
企
業
に
対
し
て
法
令
順
守

に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
役

割
を
果
た
す
べ
く
、
会
社
と
の
交

渉
や
組
合
員
か
ら
の
相
談
な
ど

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
企
業

経
営
に
関
わ
る
重
要
事
項
で
す
。

労
使
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

意
識
し
て
仕
事
に
取
り
組
め
る

仕
組
み
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。

多
く
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違

反
は
法
令
に
つ
い
て
の
知
識
不

足
が
原
因
で
す
。
中
に
は
こ
れ

ま
で
の
社
内
の
常
識
そ
の
も
の

が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
と

い
う
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

過
去
の
教
訓
を
忘
れ
ず
に
、
こ

れ
か
ら
も
メ
ニ
ュ
ー
表
示
問
題

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
サ
ー
ビ
ス
連
合
と
し
て
語
り

継
い
で
い
き
ま
す
。

「「ココンンププラライイアアンンスス」」ととはは
＝＝「「法法令令遵遵守守」」＝＝法法令令等等をを守守っってて行行動動すするるこことと。。
当当たたりり前前ののこことととと思思わわれれるるかかももししれれまませせんんがが、、、、
遵遵守守対対象象ははどどんんどどんん拡拡大大ししてていいまますす。。
「「法法令令等等」」ににはは、、企企業業倫倫理理やや道道徳徳的的なな規規範範がが含含
ままれれまますす。。ここれれららはは明明文文化化さされれてていいなないいももののをを
含含んんででおおりり、、時時代代にによよっってて変変わわりりまますす。。

ササーービビスス連連合合ココンンププラライイアアンンスス川川柳柳22002266

その⾏為！
昔冗談、
今相談、、。

ササーービビスス連連合合ココンンププラライイアアンンスス川川柳柳22002266

まあいいか、
ほんとにいいの?
考えよう!！

ü ササーービビスス連連合合でではは1111月月をを「「メメニニュューー表表示示適適正正強強化化月月間間」」ととししてていいまますす。。

ü 安安心心・・安安全全かかつつよよりり良良いい商商品品をを提提供供すするるううええでで根根幹幹ととななるる、、従従業業員員のの社社会会的的規規範範やや企企業業倫倫理理
にに対対すするる意意識識をを十十分分にに徹徹底底ししままししょょうう。。

ü メメニニュューーのの適適正正表表示示にに向向けけたたチチェェッッククをを労労働働組組合合、、ももししくくはは労労使使共共同同ででおおここなないいままししょょうう。。

11月は

ココンンププラライイアアンンスス違違反反はは他他人人ごごととででははあありりまませせんん

メメニニュューー表表示示適適正正強強化化月月間間



（3） 2026 年 10月1日（第 99 号）サービス連合

て
犯
罪
者
が
収
容
さ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
爆
心
地
に
最

も
近
い
公
共
の
施
設
で
、
建
物

は
全
焼
。
職
員
、
収
容
者
な
ど

１
３
４
人
は
焦
熱
地
獄
の
な
か

全
員
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

⑦
平
和
祈
念
像

平
和
祈
念
像
は
完
成
ま
で
４

年
。
長
崎
に
原
爆
が
落
と
さ
れ

て
か
ら
10
年
後
の
１
９
５
５
年

に
長
崎
県
出
身
の
彫
刻
家
の
巨

匠
「
北
村
西
望
」
に
よ
っ
て
造

ら
れ
ま
し
た
。

万
灯
流
し

８
月
９
日
（
日
）
19
時
よ
り

長
崎
市
営
松
山
陸
上
競
技
場
に

て
、
市
民
参
加
型
の
平
和
運
動

を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
「
万

灯
流
し
」
を
取
り
組
ん
で
い
る

長
崎
原
爆
遺
族
会
・
城
山
連
合

自
治
会
な
ど
と
連
携
を
は
か
り

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
９
９

年
か
ら
連
合
長
崎
が
協
力
・
参

加
・
参
画
し
て
い
ま
す
。

万
灯
流
し
と
は
…

犠
牲
者
の
慰
霊
と
恒
久
平
和

を
願
い
、
手
作
り
の
万
灯
を
浦

上
川
に
流
し
た
の
が
は
じ
ま
り
。

厳
し
い
戦
時
下
で
懸
命
に
生
き
、

犠
牲
と
な
っ
た
市
民
に
「
ひ
と

す
じ
の
灯
を
」
と
い
う
呼
び
か

け
で
、
故
・
滝
川
勝
氏
に
よ
り

浦
上
川
に
万
灯
流
し
を
し
よ
う

と
い
う
話
が
持
ち
上
が
り
、
以

来
青
年
団
、
地
元
自
治
会
、
消

防
団
そ
し
て
原
爆
殉
難
者
慰
霊

奉
賛
会
へ
と
移
り
、現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

連
合
構
成
組
織
の
一
員
と
し

て
、
２
０
２
６
年
度
の
平
和
行

動
へ
の
参
画
は
、「
連
合
平
和

行
動
in
長
崎
（
８
月
８
日
～
９

日
）」
へ
櫻
田
あ
す
か
会
長
、
宇

髙
誠
会
長
代
理
が
出
席
し
連
合

ス
タ
ッ
フ
の
一
員
（
Ｐ
Ａ
Ｔ
：

運
営
支
援
チ
ー
ム
）
と
し
て
中

島
秀
次
中
央
執
行
委
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

長
崎
の
連
合
平
和
行
動
は
、

大
き
く
は
３
部
構
成
で
１
日

目
︽
８
月
８
日
（
土
）︾
に
「
連

合
２
０
２
６
平
和
ナ
ガ
サ
キ
集

会
」、
２
日
目
︽
８
月
９
日（
日
）︾

14
時
か
ら「
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」、

19
時
か
ら
「
万
灯
流
し
」
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
連
合
が
開
催
す

る
４
つ
の
平
和
行
動
【
①
沖
縄

（
６
月
）、
②
広
島
（
８
月
）、
③

長
崎
（
８
月
）、④
根
室
（
９
月
）】

へ
は
、
平
和
産
業
の
担
い
手
で

あ
る
私
た
ち
サ
ー
ビ
ス
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
産
業
を
代
表
す
る
唯
一

の
産
業
別
労
働
組
合
と
し
て
、

継
続
し
て
恒
久
平
和
の
実
現
に

む
け
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
と
し
、
今
後
は
、
加
盟

組
合
に
も
積
極
的
な
参
画
を
促

す
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

き
ま
す
。

～
被
爆
81
年 

連
合
２
０
２
６

平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会
～

～
語
り
継
ぐ
戦
争
の
実
相
と

運
動
の
継
続
で
核
兵
器
廃
絶

と
恒
久
平
和
を
実
現
し
よ
う
～

連
合
２
０
２
６
平
和
ナ
ガ
サ

キ
集
会
は
、
８
月
８
日
（
土
）

15
時
30
分
か
ら
長
崎
県
立
総
合

体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
長
崎　

岩
永
洋
一
会
長

に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
に
は
じ

ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
連

合　

神
保
政
史
事
務
局
長
の
挨

拶
、
そ
し
て
来
賓
を
代
表
し
て

平
田
研
長
崎
県
知
事
、
鈴
木
史

朗
長
崎
市
長
か
ら
も
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
長
崎
を
最
後
の
被

爆
地
に
す
る
と
い
う
強
い
思
い

が
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
か
ら
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

次
第
は
、
被
爆
者
の
訴
え
と

し
て
公
益
財
団
法
人
長
崎
平
和

推
進
協
会
継
承
部
会
の
松
本
美

都
恵
氏
か
ら
、
幼
少
期
の
幼
い

悲
惨
な
記
憶
を
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一
瞬
に
し
て
、
家
や

建
物
、
街
、
そ
し
て
家
族
と
様
々

な
も
の
を
崩
壊
さ
せ
る
原
爆
の

恐
ろ
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
吉
田
文
彦

長
崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ

ン
タ
ー
長
よ
り
「
変
わ
る
国
際

秩
序
と
核
兵
器
」
と
題
し
て
講

演
が
お
こ
な
わ
れ
、
戦
争
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
原
爆
を
持
ち

続
け
、
増
え
続
け
る
核
兵
器
の

現
実
に
対
し
て
、
日
本
は
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
も
っ
と
訴
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
若
者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
、
長
崎
県
内
の

大
学
生
ナ
ガ
サ
キ
・
ユ
ー
ス
代

表
団
14
期
生
、
全
国
の
高
校
生

第
29
代
高
校
生
平
和
大
使
か
ら

も
平
和
を
願
う
活
動
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

若
い
人
た
ち
も
平
和
に
つ
い

て
考
え
、
行
動
を
起
こ
し
て
い

る
こ
と
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
あ
り
、
私
た
ち
サ
ー

ビ
ス
連
合
も
平
和
産
業
の
担
い

手
と
し
て
改
め
て
平
和
行
動
の

意
義
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

９
月
の
平
和
行
動
in
根
室
に

む
け
て
連
合
北
海
道
へ
ピ
ー
ク

フ
ラ
ッ
ク
リ
レ
ー
が
お
こ
な
わ

れ
、
最
後
に
、
平
和
ア
ピ
ー
ル

を
確
認
し
て
集
会
は
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

２
０
２
６　
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

８
月
９
日
（
日
）
14
時
か
ら

15
班
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

原
爆
落
下
中
心
地
公
園
か
ら
平

和
公
園
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る

戦
争
の
面
影
が
残
る
場
所
を
歩

い
て
周
り
ま
し
た
。

原
爆
の
威
力
が
分
か
る
遺
壁

な
ど
か
ら
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
と

平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

①�
爆
心
地
公
園
内
に
移
設
さ
れ

て
い
る
浦
上
天
主
堂
の
遺
壁

原
爆
の
威
力
の
面
影
が
残
っ

て
い
る
浦
上
天
主
堂
の
柱
の
一
部

②
被
爆
当
時
の
地
層

原
爆
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た

建
物
の
部
品
が
飛
び
散
っ
た
の

が
分
か
る
地
層

③
松
山
町
防
空
壕
群
（
跡
）

斜
面
に
横
穴
を
掘
っ
て
作
ら

れ
た
防
空
壕
の
跡

④
平
和
の
泉

平
和
公
園
内
に
あ
る
平
和
の

泉
。
爆
心
地
の
下
の
川
で
は
、

被
爆
者
の
血
と
熱
線
に
焼
か
れ

て
息
を
絶
え
た
人
々
の
油
が
浮

い
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

⑤
長
崎
の
鐘

鐘
を
支
え
る
４
本
の
柱
は
、

動
員
学
生
・
女
子
挺
身
隊
・
外

国
人
労
働
者
・
一
般
市
民
を
表

し
、
鐘
は
浦
上
に
鳴
り
響
く
ア

ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
を
模
し
た
も
の

で
す
。

⑥
旧
長
崎
刑
務
所
浦
上
刑
務
支
所

い
ま
の
平
和
公
園
は
、
当
時

の
長
崎
刑
務
所
浦
上
支
所
と
し

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
「
平
和
な

く
し
て
労
働
運
動
な
し
」
の
理

念
の
も
と
、
連
合
と
関
係
地
方

連
合
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る

平
和
４
行
動
（
沖
縄
・
広
島
・

長
崎
・
根
室
）
に
参
加
し
、
平

和
運
動
推
進
活
動
に
携
わ
る
こ

と
で
過
去
の
実
相
を
知
り
、
歴

史
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
後
世
へ
語
り
継
い
で
い
く

活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
８
月
８
日
～
９
日
に

て
長
崎
市
内
で
お
こ
な
わ
れ
た

「
２
０
２
６
平
和
行
動
in
長
崎
」

に
中
島
秀
次
中
央
執
行
委
員
が

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ー
ム（
Ｐ

Ａ
Ｔ
：
運
営
支
援
チ
ー
ム
）
の

一
員
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

【
２
０
２
６
平
和
行
動

in
長
崎
に
参
加
】

１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）

８
月
９
日
午
前
11
時
２
分　

長

崎
の
市
街
地
に
米
軍
機
に
よ
っ

て
投
下
さ
れ
た
一
発
の
原
子
爆

弾
（
通
称
：
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
）

に
よ
り
、
一
瞬
に
し
て
多
く
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
爆

心
地
周
辺
で
は
、
黒
焦
げ
で
炭

化
し
た
人
、
手
足
が
な
く
な
っ

て
い
る
人
、
内
臓
が
飛
び
出
て

い
る
人
な
ど
あ
ま
り
に
も
ひ
ど

い
惨
状
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
年
の
終
わ
り
に
は

人
口
の
３
分
の
２
に
あ
た
る
約

15
万
人
も
の
人
々
が
死
傷
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
か
ろ
う

じ
て
一
命
を
と
り
と
め
た
方
々

も
心
身
と
も
に
大
き
な
傷
を
負

い
、
多
く
の
被
爆
者
が
今
も
な

お
後
遺
症
に
苦
し
み
続
け
て
い

ま
す
。
核
兵
器
に
よ
る
被
害
は

本
人
の
苦
し
み
だ
け
で
終
わ
る

の
で
は
な
く
、
後
世
に
続
く
子

孫
に
ま
で
遺
伝
的
影
響
を
及
ぼ

し
被
爆
者
二
世
と
し
て
健
康
障

害
に
苦
し
み
、
さ
ら
に
は
、
結

婚
や
就
職
な
ど
に
お
け
る
深
刻

な
社
会
的
偏
見
や
差
別
に
も
苦

し
ん
で
い
ま
す
。

【
被
爆
国
と
し
て
の
想
い
】

世
界
に
は
い
ま
だ
１
２
，

０
０
０
発
以
上
の
核
弾
頭
が
存

在
し
て
お
り
、
命
の
危
機
に
迫

ら
れ
て
い
る
緊
迫
し
た
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
日
本
は
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
二
度
と
同
じ

惨
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

非
核
三
原
則
の
も
と
、
い
か
な

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
核
兵
器
を

使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
今

後
も
世
界
に
む
け
て
核
兵
器
の

廃
絶
を
強
く
訴
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

平
和
な
世
界
を
つ
く
る
た
め

に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は「
平

和
の
原
点
は
人
の
痛
み
が
わ
か

る
心
を
持
つ
こ
と
」
で
あ
り
、

現
地
の
方
か
ら
は
「
長
崎
を
最

後
の
被
爆
地
に
…
」
と
い
う
悲

痛
な
声
が
寄
せ
ら
れ
、
改
め
て

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
的
平
和

を
希
求
す
る
想
い
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

【
最
後
に
…
】

近
年
、
戦
争
体
験
者
の
高
齢

化
が
進
み
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
る

中
、
現
地
で
の
参
加
を
つ
う
じ

て
戦
争
の
実
相
を
実
際
に
目
で

見
て
、
耳
で
聞
い
て
、
心
で
感

じ
学
ぶ
こ
と
で
、
こ
の
運
動
を

国
内
外
含
め
、
次
世
代
へ
継
承

す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
責

務
で
あ
る
と
同
時
に
、
武
力
行

使
で
は
な
く
「
対
話
」
に
よ
っ

て
解
決
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
こ
れ
か
ら

も
平
和
産
業
で
働
く
も
の
の
立

場
か
ら
連
合
や
地
方
連
合
会
と

の
連
帯
活
動
を
つ
う
じ
、
核
兵

器
廃
絶
と
恒
久
的
な
世
界
平
和

の
実
現
を
目
指
す
た
め
歩
み
を

止
め
る
こ
と
な
く
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。

浦上天主堂の遺壁

長崎の鐘

被爆当時の地層

松山町防空壕跡

平和祈念像

平和の泉亡くなられた方を悼む千羽鶴

連
合
平
和
行
動
in
長
崎

語
り
継
ぐ
戦
争
の
実
相
と
平
和
へ
の
願
い

～
連
合
平
和
行
動
を
つ
う
じ
て
見
え
た
も
の
～
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こ
こ
の
所
、
秋
の
長
雨
が
本

格
化
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
心

で
は
18
日
連
続
で
降
雨
（
９
月

13
日
現
在
）
と
な
り
、
10
月
並

み
の
涼
し
い
日
が
続
き
ま
し
た

が
、
２
０
２
６
秋
闘
は
熱
い
闘

争
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。
近
年

で
は
残
暑
が
厳
し
い
年
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

ど
う
や
ら
今
年
は
勝
手
が
違
う

よ
う
で
す
。
残
暑
が
厳
し
い
と

涼
し
い
雨
を
切
望
し
ま
す
が
、

雨
が
続
け
ば
逆
を
願
い
、
て
る

て
る
坊
主
の
出
番
で
す
。
海
外

に
目
を
む
け
る
と
大
西
洋
か
ら

の
低
気
圧
が
も
た
ら
す
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
断
続
的
な
雨
や
モ
ン

ス
ー
ン
終
盤
の
東
南
ア
ジ
ア
の

ス
コ
ー
ル
な
ど
、
原
因
は
違
い

ま
す
が
各
地
の
秋
雨
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
ね
。

夏
が
終
わ
っ
て
空
気
が
澄
み
、

虫
の
声
が
響
い
て
い
ま
す
。「
秋

に
な
る
と
、
な
ん
だ
か
寂
し
く

な
る
」「
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
涙
が
出
そ
う
」、
こ
ん
な
方
も

少
な
く
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

秋
は
気
温
や
日
照
、
脳
内
ホ
ル

モ
ン
の
変
化
な
ど
が
重
な
り
、

寂
し
さ
や
感
傷
が
生
ま
れ
や
す

い
季
節
な
の
だ
そ
う
。
年
度
の

折
り
返
し
と
な
り
社
会
的
に
も

中
間
地
点
で
あ
り
、
身
体
は
季

節
に
合
わ
せ
て
変
化
し
て
い
る

の
に
、
社
会
の
ス
ピ
ー
ド
が
止

ま
ら
ず
、「
焦
り
」
や
「
孤
独
感
」

が
生
み
出
さ
れ
ま
す
が
、
秋
の

空
気
を
感
じ
る
と
懐
か
し
さ
や

切
な
さ
を
呼
び
覚
ま
し
ま
す
。

懐
か
し
さ
と
い
う
感
情
は
、
快

と
哀
し
み
が
混
在
す
る
複
雑
な

感
情
で
す
。
こ
の
機
会
に
秋
を

テ
ー
マ
に
し
た
歌
謡
曲
を
聞
い

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

オ
フ
コ
ー
ス
「
秋
の
気
配
」
や

山
口
百
恵
「
秋
桜
（
コ
ス
モ
ス
）」

な
ど
で
し
ょ
う
か
…「
古
い
！
」。

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

夏
の
疲
れ
が
残
っ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
快
と
哀
し

み
に
浸
り
心
を
リ
セ
ッ
ト
し
ま

し
ょ
う
。�

（
Ｙ
・
Ｙ
）

セ
ン
コ
ー
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
労
働
組
合

立
川
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
労
働
組
合

セ
ン
コ
ー
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
は
、
物
流
を
は
じ
め
全
国
に
グ

ル
ー
プ
会
社
２
１
４
社
を
展
開
し
、
約
３
万
人
の
仲
間
が
働
く
セ
ン
コ
ー
グ
ル
ー
プ
が

１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
設
立
し
た
会
社
で
す
。

私
た
ち
の
ホ
テ
ル
は
コ
ロ
ナ
が
日
本
に
入
っ
て
き
て
わ
ず
か
一
週
間
後
の
オ
ー
プ
ン
で

し
た
。
新
規
開
業
と
あ
っ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
に
も
頼
れ
ず
、
全
従
業
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

う
日
々
で
し
た
。
そ
の
経
験
は
今
で
も
ク
レ
ド
に
あ
る
「
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
が
ク
リ
エ
イ

タ
ー
」
と
い
う
私
た
ち
自
身
で
考
え
た
理
念
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

今
で
は
ホ
テ
ル
事
業
の
み
な
ら
ず
、
地
方
創
生
事
業
、
他
ホ
テ
ル
の
経
営
再
建
事
業
な

ど
少
し
ず
つ
で
す
が
事
業
拡
大
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち

の
組
合
の
発
足
は
２
０
２
４
年
と
ま
だ
日
が
浅
い
で
す
。

発
足
時
に
は
藤
田
観
光
労
働
組
合
に
加
入
の
ご
紹
介
を

い
た
だ
き
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
の
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
か
ら

も
気
軽
に
相
談
を
受
け
て
、
月
に
１
度
の
労
使
協
議
会

以
外
で
も
使
用
者
と
こ
ま
め
に
折
衝
を
し
て
解
決
す
る

日
々
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
労
働
組
合
の
岡

野
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、
近
隣
ベ
イ
エ
リ
ア
の
組
合
の

皆
さ
ん
と
も
日
常
か
ら
情
報
交
換
や
交
流
が
で
き
て
お

り
、
私
た
ち
の
よ
う
な
若
手
組
合
で
も
不
安
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
聞
け
る
の
は
、
産
別
に
加
盟
す
る
こ
と
の
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
な

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

立
川
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
労
働
組
合
は
、２
０
０
９
年
10
月
29
日
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

当
時
は
会
社
の
管
理
職
に
よ
る
理
不
尽
な
言
動
や
行
動
に
対
し
、
し
っ
か
り
と
発
言
力

を
持
つ
た
め
に
組
合
を
結
成
い
た
し
ま
し
た
。

結
成
が
会
社
に
発
覚
す
る
こ
と
を
危
惧
し
た
当
時
の
執
行
部
は
、
ホ
テ
ル
か
ら
何
駅
も

離
れ
た
場
所
で
秘
密
裏
に
会
議
室
を
借
り
、
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
際
、
組
合
と
分

か
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
近
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
か
ぼ
ち
ゃ
の
会
」
と
い
う

名
称
を
使
用
し
ま
し
た
。
そ
の
経
緯
か
ら
、
現
在
で
も
毎
年
開
催
す
る
定
期
大
会
の
資
料

表
紙
に
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
し
て
あ
し
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

発
足
か
ら
約
17
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
立
川
で
1
店
舗
の
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
２
０
２
８
年
冬
に
は
2
店
舗
目
と
な
る
「
立
川

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
仮
称
）」
の

開
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
2
店
舗
を
同
一
組
織
と
し

て
運
営
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
生
じ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
当
組
合
は
従
業
員
数
約
50
名
と
小
規
模
だ
か

ら
こ
そ
、「
ち
ょ
っ
と
相
談
し
て
み
た
い
」「
職
場
の
こ
こ

を
良
く
し
た
い
」
と
い
っ
た
小
さ
な
こ
と
で
も
気
軽
に
声

を
掛
け
合
え
る
風
通
し
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

執
行
部
と
し
て
、
組
合
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
も
と
に
、
全
員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
と

権
利
を
守
る
た
め
、こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

執行部定期大会開催の様子

座談会の様子

左から森田さん・八木さん（阪急交通社）
　　　松本さん（阪急阪神ビジネストラベル）
　　　原野さん（阪急トラベルサポート）
　　　渡邉さん・串田さん（阪急阪神エクスプレス）
　　　瀧口さん・陌間さん（阪急阪神ロジパートナーズ）

阪
急
阪
神
交
通
社
グ
ル
ー
プ

労
働
組
合
連
合
会
で
は
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
委
員
会
（
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ

　

Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ
，ｓ　

Ｄ
ｉ
ｖ

ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
，
Ｅ
ｑ
ｕ
ｉ
ｔ

ｙ
＆
Ｉ
ｎ
ｃ
ｌ
ｕ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
）

【
愛
称
：
グ
ッ
デ
イ
（
Ｇ
Ｕ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
）
委
員
会
】
と
い
う
専
門
委

員
会（
年
４
回
開
催
）を
設
置
し
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
委
員
会
と
連
携
し
な

が
ら
、多
様
性
を
意
識
し
た
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
参
画
社
会
の
実
現

に
む
け
議
論
し
て
い
ま
す
。
阪

急
交
通
社
・
阪
急
阪
神
エ
ク
ス

プ
レ
ス
・
阪
急
阪
神
ロ
ジ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
・
阪
急
ト
ラ
ベ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
阪
急
阪
神
ビ
ジ
ネ
ス

ト
ラ
ベ
ル
各
社
の
「
男
性
の
仕

事
と
育
児
の
両
立
」「
男
性
育
休

の
取
得
向
上
」
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
と
し
て
、「
ワ
ー
パ
パ
座

談
会
」
を
昨
年
に
引
き
続
き
開

催
し
ま
し
た
。

専
門
委
員
会
メ
ン
バ
ー
主
導

で
、
各
組
織
か
ら
男
性
組
合
員

に
声
か
け
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

座
談
会
の
時
間
は
２
時
間
で
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

実
施
の
方
法
に
つ
い
て

平
等
推
進
委
員
会
の
委
員
で
も

あ
る
田
中
座
長
代
理
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
フ
リ
ー

ト
ー
ク
中
心
の
柔
ら
か
い
雰
囲

気
を
目
指
し
て
進
行
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
次
の
３
つ
で
す
。

【
①
当
委
員
会
の
活
動
紹
介　

②

事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
基

に
自
己
紹
介　

③
男
性
が
仕
事

と
育
児
を
両
立
し
や
す
い
職
場

に
す
る
に
は
】

事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト（
※

１
）
で
育
児
に
関
す
る
状
況
を

共
有
し
、
家
事
の
分
担
や
週
末

の
過
ご
し
方
、
育
休
の
期
間
や

取
得
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

１　
男
性
育
休
の
取
得
経
験

参
加
者
の
取
得
期
間
は
最
大

１
年
ま
で
と
幅
広
く
、早
期
（
具

体
的
に
は
取
得
の
半
年
前
）
に

上
司
へ
相
談
す
る
こ
と
で
ス

ム
ー
ズ
に
取
得
で
き
た
と
の
事

例
が
複
数
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
人
員
不
足
や
業
務

の
属
人
化
が
長
期
休
暇
取
得
の

障
壁
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
万
博
事
業
の
繁
忙
期
と
重

な
っ
た
」「
経
理
処
理
の
時
期
ま

で
に
復
帰
す
る
必
要
が
あ
っ
た
」

と
い
っ
た
部
署
ご
と
の
繁
閑
の

事
情
で
希
望
の
期
間
の
取
得
は

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
も

あ
り
ま
し
た
。

※
１　

名
前
・
所
属
、
お
子
さ

ん
の
年
齢
、育
休
の
取
得
有
無
、

家
庭
内
の
育
児
、
家
事
に
つ
い

て
、参
加
者
に
聞
き
た
い
こ
と
、

会
社
や
組
合
へ
の
要
望
に
関
し

て
事
前
に
質
問

座
談
会
の
内
容
に
つ
い
て

阪
急
阪
神
交
通
社
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会

「
ワ
ー
パ
パ
座
談
会
」開
催

男
性
組
合
員
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
関
す
る
意
見
交
換
会

ジェンダー平等推進
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２　
仕
事
と
育
児
の
両
立

保
育
園
送
迎
、
家
事
分
担
、

子
ど
も
と
の
時
間
確
保
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
工
夫
し
て

い
る
事
例
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

家
事
の
分
担
で
は
、「
で
き
る

方
が
で
き
る
家
事
を
す
る
」「
情

報
を
共
有
す
る
」
な
ど
、
夫
婦

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
と
、「
便
利
家
電
を
活
用

し
て
い
る
」「
行
政
の
支
援
で
家

事
代
行
を
利
用
し
て
い
る
」「
買

い
物
リ
ス
ト
を
共
有
し
ネ
ッ
ト

ス
ー
パ
ー
を
活
用
し
て
買
い
物

を
済
ま
せ
て
い
る
」
な
ど
現
代

の
ツ
ー
ル
を
使
用
し
た
事
例
も

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

３　
職
場
制
度
・
課
題

男
性
育
休
取
得
の
雰
囲
気
は

以
前
よ
り
改
善
し
て
い
る
も
の

の
、
取
得
期
間
や
業
務
引
継
ぎ

に
は
課
題
が
あ
る
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

育
休
中
に
会
社
規
程
や
制
度

情
報
へ
ア
ク
セ
ス
が
し
づ
ら
く

問
い
合
わ
せ
窓
口
が
分
か
り
に

く
い
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

４　
育
休
取
得
者
の
実
感

子
ど
も
の
成
長
を
間
近
で
見

ら
れ
る
喜
び
が
大
き
い
一
方
、

復
職
後
は
家
庭
と
の
両
立
の
難

し
さ
を
感
じ
る
と
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席

し
て
い
た
ワ
ー
マ
マ
か
ら
は「
父

親
が
育
児
を
経
験
し
な
い
の
は

も
っ
た
い
な
い
」「
小
さ
い
頃
に

過
ご
し
た
時
間
は
取
り
戻
せ
な

い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
共

有
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
男
性
の
育
児
休
業
取

得
が
社
会
的
に
も
推
進
さ
れ
、

職
場
に
お
け
る
理
解
も
少
し
ず

つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

実
際
に
制
度
を
利
用
し
た
方
や

現
在
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
る

方
の
経
験
を
聞
く
機
会
は
決
し

て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
座

談
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
悩

み
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と
を
共
有

し
な
が
ら
、「
父
親
と
し
て
ど
う

育
児
に
関
わ
る
か
」「
職
場
と
し

て
何
が
必
要
か
」
を
考
え
る
場

と
な
り
、
仕
事
と
育
児
の
両
立

に
は
個
人
の
努
力
だ
け
で
な
く
、

職
場
の
理
解
や
支
援
体
制
の
充

実
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
組
合
と
し

て
も
、
育
児
休
業
取
得
者
の
経

験
を
共
有
し
な
が
ら
、
誰
も
が

安
心
し
て
仕
事
と
育
児
を
両
立

で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
む

け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
今
回
は
育
児
に
関
す
る

座
談
会
の
実
施
と
な
り
ま
し
た

が
、
介
護
・
病
気
・
外
国
籍
社

員
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
今

後
も
組
合
員
同
士
が
気
軽
に
意

見
交
換
で
き
る
機
会
を
設
け
、

働
き
や
す
く
、
子
育
て
し
や
す

い
職
場
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ワ
ー
パ
パ
座
談
会
を
通
し
て


